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※就任あいさつ等は広報くにみ
　12月号をごらんください。

　①町民ファースト～町民が第一の政治②
ダイバーシティ～子ども・女性・男性・障
害者・高齢者も生き生きと生活できるまち
づくりの実現③サスティナブル～将来のビ
ジョン、50年後、100年後を見据えた町政
④ワイズスペンディング～町、町民の利益
を考える政治を実現してほしいと考えま
す。そのために、安全安心快適なまちづく
りを実現する、企業誘致により働く場をつ
くり人口定着を図る、地域ブランドを前面
に押し出し交流人口の拡大に向けた取り組
みに期待します。

　少子高齢化、人口減少による過疎
指定、そして高規格救急車問題で混
乱が続いた国見町を立て直すため
に、議会と向き合い、新町長が掲げ
る5つの目標実現に期待します。
　また、町民ファーストのもと、あ
るべき姿は何か、職員の気づきに真
摯に耳を傾け、忖度せずに当たり前
のことは当たり前に言える職場風土
づくりにも期待します。
　さらに、子育て支援とともに国見
を支えてきた高齢者支援や闇バイト
が多発する防犯対策強化への取り組
みにも期待しています。

　就任おめでとうございます。新町長に対し、
①過去への完全な決別②農業支援と商工業支
援③高齢者支援と若年層支援④箱物行政から
の脱却をお願いしたいと思います。
　①ワンテーブル問題を中心とする騒動に決
着をつけるため、当時関わっていない人員で
プロジェクトチームを結成し、全容解明の指
揮に当たっていただきたい。②町の発展には
雇用を創出する商工業も重要であり、農業だ
けではなく商工業支援も充実していただきた
い。③高齢者と若年層に対し、バランスの取
れた支援をお願いしたい。④新たな建物の建
設は自重の上、町民の生活に密着した施設へ
の支出に当てていただきたい。

　ご当選おめでとうございます。国見町
の大変な時期での立候補、ありがとうご
ざいました。共に目指そう5つの目標を
公約として掲げていただきました。信頼
される自治体の実現は当然で、町民が安
全安心で生活できるまちづくりを、今ま
での経験・人脈を駆使して実現されるこ
とを願い、政策・実践で示していただけ
ることを期待しております。

　改選に当たり「公正で透明性のある町政に取
り組む」の力強い言葉に感銘を受けました。そ
れが大きな反響を得た結果だったと確信してい
ます。公正とは不正がないこと、透明性とは第
三者にも内容がわかることで、正に規則や秩序
を守り、率直に語り合う場の重要さと納得し合
う寛容さが大切です。
　恵まれた地域の特性や条件を生かし、一人で
も多くの住民が希望や目標を持ち、前に進むた
めの活動基盤や環境を整えるのが活力の源泉で
あり、新町長への手腕に期待を申し上げます。

森山
吉田　茂さん

大木戸
髙村 正博さん

藤田
大石 純夫さん

鳥取
遠藤 一夫さん

西大枝
新井 文英さん

大木戸
松浦 万助さん

山崎
齋藤 一巳さん

議会モニターさんに村上町長にどんなことを期待するか聞きました！

村上町長に期待すること

家族構成を教えてください。

家族は父、姉、妻、長男の5人で暮らして
います。

趣味は何ですか。

野球ですね。観るよりも実際にプレーす
る方が好きです。

守備位置は？

ピッチャー以外はどこでも!!

ご自分の性格をどのように思っています
か？
自分のことは難しいですね。言葉にすれ
ば「中庸」でしょうか。

モットー（座右の銘）とするのは何かあ
りますか？
敢えて言えば「一球入魂」ですね。

大きな車に乗ってらっしゃいますが、何
という車ですか。
トヨタのランドクルーザーです。東日本
大震災の時に車高が高く大きな車がい
いと思って中古車を買いました。
　
健康を保つために何かやっていますか。

特にこれといったものはやっていませ
ん。健康診断は受けるようにしています。
あとは晩酌を少々ですね。
　
好きなお酒の種類は何ですか。

日本酒が好きです。
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現在も
還暦野球チームで
活動中！

佐藤定男議長

菊地勝芳議員

質問には言葉を選ぶよう丁寧に答えて
いただきました。誠実な方です。

強い意志が垣間みえる村上町長の
これからの町営運営に期待!!

インタビュアーから一言！

　当町のような小規模自治体が消滅可能性自治体から脱却す
るためには、限られた資源（職員、予算等）を重点的、集中
的に優先順位をつけて取り組むことが必要です。具体的には、
若年層、特に女性の町外流出を抑制に向けて、若年層の男女
がアイディアを出せる場を設定してはどうでしょうか。また、
現在の国見町総合計画も審議会メン
バーに若年層の人たちを入れ、その
考えを取り入れ、見直していただき
たい。最後に、平成の大合併でも国
見町として合併しなかった “思い”
を大切に行政・議会・町民が三位一
体で活動し、生き残り続けてほしい
と考えます。

　第10代国見町長にご就任おめでとうございま
す。昨年、厚労省の国立社会保障・人口問題研
究所が2050年の人口を推計し、他市町村と同
様、国見町の人口も4.185人と現在の人口の約
半分と推計されています。そんな中で、新町長
は教育・福祉・経済において積極的な5つの基
本政策を掲げられました。掲げられた政策は、
重要な政策ばかりだと
思います。直面する課
題も多いと思います
が、スピードが要求さ
れる中、人口減少の歯
止めに工夫と改革を願
い、政策の達成を願う
ばかりです。

左から菊地議員、佐藤議長、村上町長
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議 決 の 結 果
議案番号 件　　　名 備　　　考 結　果

議　案
第76号

国見町個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部を改正する条例

行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律の改正に伴い、所要の改正及び
必要な文言の整理をするもの。

原案可決

議　案
第77号

国見町一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例

人事委員会勧告に基づき特定任期付職員の給料表を
改正し、期末手当0.05月の引き上げ（1.675月⇒1.725
月）及び必要な文言の整理をするもの。

原案可決

議　案
第78号

国見町議会議員の議員報酬・期末手当及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例

人事委員会勧告に基づき国見町議会議員の期末手当
0.10月の引き上げ（3.35月⇒3.45月）及び必要な文言
の整理をするもの。

原案可決

議　案
第79号

国見町長等の給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例

人事委員会勧告に基づき国見町長等の期末手当0.10
月の引き上げ（3.35月⇒3.45月）及び必要な文言の整
理をするもの。

原案可決

議　案
第80号

国見町職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例 人事委員会勧告に基づき給料表を改正するもの。 原案可決

議　案
第81号

国見町チャレンジオフィス条例の一部を改正
する条例

施設の利便性の向上を図るため、入居者の条件を見直
すもの。 原案可決

議　案
第82号 令和6年度国見町一般会計補正予算（第4号）

歳入歳出補正前646,436万円
歳入歳出補正後57,215万円
歳入歳出合計703,651万円

原案可決

議　案
第83号

令和6年度国見町国民健康保険特別会計補正
予算（第2号）

歳入歳出補正前103,036万円
歳入歳出補正後1,741万円
歳入歳出合計104,777万円

原案可決

議　案
第84号

令和6年度国見町介護保険特別会計補正予算
（第2号）

歳入歳出補正前157,751万円
歳入歳出補正後107万円
歳入歳出合計157,858万円

原案可決

議　案
第85号 令和6年度国見町水道事業会計補正予算

歳入歳出補正前16,261万円
歳入歳出補正後800万円
歳入歳出合計17,061万円

原案可決

10月15日

議会運営委員会 正副議長、議会運
営委員

全員協議会 全議員
令和６年第６回臨時会 全議員
公立藤田病院議会全員協議会 組合議員
公立藤田病院議会定例会（条例制
定・改正等） 組合議員

10月17日 国見町表彰審査会 議長
10月19日 県北中学校柏葉祭 全議員
10月20日 第２回議会報告懇談会 全議員

10月21日
議員懇談会 全議員
議会改革推進会議 全議員
第２回議会報告懇談会 全議員

10月23日

伊達地方消防組合議会定例会（伊
達市）（補正予算・動産の取得等） 組合議員

伊達地方衛生処理組合議会定例会
（伊達市）（決算認定・補正予算等） 組合議員

10月24日 例月出納検査 監査委員
10月25日 町村議会議員研修会 全議員

10月26日 第53回国見町文化祭開会式、芸能
発表会 議長

10月27日 第48回国見町駅伝競走大会 議長

10月28日 福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査 議長

10月30日 第１回地方自治研究交流セミナー
（桑折町） 全議員

議員活動報告書議員活動報告書 (令和６年10月15日以降)(令和６年10月15日以降)

11月２日 第５回くに味でまんぷく！ウォー
食ラリー 議長

11月13日
町村議会議長全国大会・研修会
（東京都） 議長

定期監査（～21日） 監査委員

11月17日 市町村対抗福島県縦断駅伝競走大
会（白河市他） 参加議員

11月20日 国見町表彰式 全議員

11月21日
議員懇談会 全議員
全員協議会 全議員
議会改革推進会議 全議員

11月24日 小坂まちづくりの会「第17回そば
まつり」 議長

11月25日 定期監査講評 監査委員

11月26日
町長、副町長退任式 議長
例月出納検査 監査委員

11月27日 町長就任式 議長

11月28日
福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査 議長

桑折町・国見町交通安全町民大会 議長
12月１日 国見町青少年健全育成町民大会 議長

12月２日
議会運営委員会 正副議長、議会運

営委員
全員協議会 全議員
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問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

条
例
に
あ
る
短

期
間
勤
務
職
員
と
、
第
8

条
に
あ
る
専
門
的
な
知
識

を
有
す
る
特
定
任
期
付
職

員
は
い
る
の
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

現
在
、
短

期
間
勤
務
職

員
は
い
な
い
。
ま
た
、
特

定
任
期
付
職
員
は
一
般
職

の
任
期
付
職
員
と
は
別
。

特
殊
な
技
能
・
資
格
や
知

識
を
持
っ
て
い
る
者
を
指

し
、
現
在
雇
用
し
て
い
な

い
。

敗
か
。

大
勝
企
画

調
整
課
長
　

町
内
外
か

ら
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
が
、
条
件
が

合
わ
ず
入
れ
な
い
状
況
に

あ
っ
た
。
要
望
に
応
え
る

た
め
改
正
し
た
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

町
民
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
今
後
も

こ
の
事
業
を
続
け
て
い
く

の
か
。

大
勝
企
画

調
整
課
長
　

町
内
外
の

方
が
利
用
で

き
る
よ
う
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
オ

フ
ィ
ス
は
、
令
和
5
年
8

月
に
始
ま
っ
た
事
業
で
あ

る
が
、
1
年
で
変
更
す
る

理
由
は
。

大
勝
企
画

調
整
課
長
　

町
民
か
ら

ぜ
ひ
使
い
た

い
と
要
望
が
あ
っ
た
。
定

住
者
確
保
を
促
進
す
る
施

設
で
あ
り
、
入
居
者
の
利

便
性
を
図
る
た
め
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

移
住
定
住
者
を

促
進
す
る
事
業
で
あ
っ
た

が
、
移
住
定
住
者
が
少
な

か
っ
た
こ
と
は
事
業
の
失

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

合
計
で
２
億
６

０
０
万
円
と
い
う
補
正
増

の
詳
細
は
。

中
條
教
育

施
設
課
長
　

児
童
生
徒

が
主
に
活
動

す
る
場
所
で
あ
り
、
目
的

は
夏
場
の
熱
中
症
対
策
。

ま
た
、
両
体
育
館
は
指
定

避
難
施
設
で
あ
る
た
め
、

有
利
な
起
債
を
活
用
す
る
。

　

エ
ア
コ
ン
は
、
三
つ
の

方
式
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
お
よ
び
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
ト
ー
タ
ル
的
に
比

較
し
、
使
い
方
や
実
情
を

考
慮
し
た
上
で
、
非
常
用

発
電
設
備
も
整
備
す
る
。

整
備
費
に
つ
い
て
は
、
概

算
工
事
費
を
業
者
に
積
算

さ
せ
、
公
共
工
事
の
積
算

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
公
共
単

価
を
使
用
し
、
町
が
工
事

費
を
計
算
し
た
。
工
事
竣

工
は
、
国
見
小
学
校
体
育

館
が
令
和
7
年
9
月
上
旬
、

柏
葉
体
育
館
が
令
和
7
年

5
月
中
旬
を
予
定
し
て
い

る
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

予
防
接
種
の
健

康
被
害
補
償
費
が
、
か
な

り
大
き
な
額
だ
。
個
人
が

特
定
さ
れ
な
い
範
囲
で
具

体
的
内
容
を
。
ま
た
、
こ

の
他
に
も
把
握
し
て
い
る

健
康
被
害
は
あ
る
か
。

佐
藤
ほ
け
ん

課
　
　
　
長
　

新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
よ
る
健
康
被

害
で
、
基
礎
疾
患
を
持
つ

高
齢
者
が
亡
く
な
り
、
国

の
予
防
接
種
健
康
被
害
救

済
制
度
に
よ
り
支
払
わ
れ

る
も
の
。
他
に
1
人
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
が
お
り
、

現
在
国
に
申
請
中
で
あ
る
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

各
種
報
道
も
あ

り
、
接
種
へ
の
不
安
は
消

え
て
い
な
い
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
必
要
性
と
安
全

性
の
周
知
、
リ
ス
ク
周
知

の
徹
底
等
、
対
策
を
問
う
。

健
康
被
害
が
発
生
し
た
場

合
の
対
処
方
法
は
。

佐
藤
ほ
け
ん

課
　
　
　
長
　

各
種
ワ

ク
チ
ン
接

種
の
説
明
書
を
よ
く
読
み

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
よ
り
分
か
り
や
す
く

伝
え
て
い
く
。
接
種
に
よ

る
副
反
応
が
ひ
ど
い
場
合

等
は
、
ほ
け
ん
課
に
相
談

し
て
ほ
し
い
。

【
議
案
第
77
号
】

国
見
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例

【
議
案
第
81
号
】

チ
ャ
レ
ン
ジ
オ
フ
ィ
ス
条
例

【
議
案
第
82
号
】
一
般
会
計
補
正
予
算

国
見
小
・
柏
葉
体
育
館
の
空
調

設
備
工
事
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
健
康
被
害
が

発
生
し
た
際
の
対
処
方
法
と
は

条
例
改
正

予
防
接
種
の
様
子
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一般 質問町政を問う

問
　

公
益
通
報
に
対

す
る
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

公
平
委
員

会
で
審
議
中

で
あ
る
が
、
職
員
の
公
益

通
報
に
関
す
る
事
項
を
定

め
、
取
り
扱
い
に
差
が
生

じ
な
い
よ
う
に
対
応
し
た

い
。

問
　

町
は
開
示
請
求

し
た
愛
知
県
の
市

職
員
に
対
し
て
「
何
人
」

に
も
開
示
す
る
と
し
た
条

例
を
曲
解
し
審
査
請
求
を

却
下
し
た
件
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

村
上
町
長
　

現
在
係
争
中
で

あ
る
が
、
基
本
的

に
は
、
法
令
・
条
例
に
従

っ
て
情
報
開
示
、
個
人
情

報
審
査
会
で
対
応
し
た
い
。

問
　

信
頼
さ
れ
る
国

見
町
を
ど
の
よ
う

に
し
て
取
り
戻
す
の
か
。

村
上
町
長
　

救
急
車
問
題
等

で
、
国
見
町
の
イ

メ
ー
ジ
が
ダ
ウ
ン
し
た
。

ま
ず
基
本
的
に
は
、法
律
・

条
例
・
規
則
・
ル
ー
ル
に

基
づ
い
た
公
正
か
つ
透
明

な
行
政
運
営
を
徹
底
し
て

行
く
。
そ
の
上
で
、
町
政

の
主
役
で
あ
る
町
民
の
皆

さ
ん
や
議
会

と
意
見
を
交

換
し
な
が
ら

意
思
疎
通
を

図
り
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
　

内
閣
府
か

ら
、
救
急
車

事
業
は
「
寄

付
を
行
う
こ

と
の
代
償
と

し
て
便
宜
供

与
を
図
っ

た
」
と
し
て
「
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
認
定
取
り

消
し
」
が
あ
っ
た
。
こ
の

重
大
性
は
町
民
の
皆
さ
ん

も
改
め
て
確
認
さ
れ
た
と

思
う
。
百
条
委
員
会
や
第

三
者
委
員
会
で
全
て
解
明

し
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

再
度
新
た
な
目
で
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

村
上
町
長
　

内
閣
府
の
認
定

取
り
消
し
に
つ
い

て
は
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
を

検
証
し
、
し
っ
か
り
確
認

し
て
対
応
す
る
。

問
　

0
歳
か
ら
2
歳

児
の
保
育
料
の
無

償
化
に
つ
い
て
伺
う
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

町
民
税
所

得
割
に
応
じ

保
育
料
を
徴
収
し
て
い
る
。

無
償
化
し
た
場
合
の
課
題

を
整
理
し
検
討
す
る
。

問
　

75
歳
以
上
の
人

間
ド
ッ
ク
検
診
に

つ
い
て
伺
う
。

佐
藤
ほ
け
ん

課
　
　
　
長
　

現
在
は

74
歳
ま
で

で
あ
る
が
、
今
後
、
対
象

年
齢
や
受
診
時
期
な
ど
も

検
討
し
、
受
診
に
向
け
て

整
理
す
る
。

問
　

観
月
台
体
育
館

の
跡
地
へ
の
多
目

的
施
設
の
建
設
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

村
上
建
設

課
　
　
長
　

藤
田
駅
前

広
場
の
整

備
・
観
月
台
公
園
の
整

備
・
さ
ら
に
体
育
館
跡
地

の
有
効
利
用
な
ど
、
関
連

性
を
持
っ
て
計
画
策
定
を

行
い
、
多
目
的
施
設
に
つ

い
て
も
一
環
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。

問
　

当
町
に
は
働
く

場
所
が
少
な
く
、

移
住
・
定
住
等
の
人
口
減

少
の
要
因
に
も
繋
が
っ
て

い
る
。
県
に
在
職
中
は
企

業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
と
聞
い
て
い
る
が
、

具
体
的
な
対
応
策
は
。

村
上
建
設

課
　
　
長
　

現
状
は
工

業
団
地
の
よ

う
な
土
地
は
な
い
。
未
利

用
地
と
な
っ
て
い
る
土
地

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
ど

の
よ
う
な
企
業
に
適
し
て

い
る
か
を
調
査
し
誘
致
を

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

混
乱
続
き
の
町
政
の
立
て
直
し
は

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

町
政
の
信
頼
回
復
と

主
な
公
約
に
つ
い
て

山山
やまや ま

崎崎
ざきざ き

健健
けんけ ん

吉吉
きちき ち

議員議員

山崎議員の質問に答弁する村上町長
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問
　

企
業
誘
致
お
よ

び
住
宅
供
給
を
、

町
の
ほ
と
ん
ど
が
市
街
化

調
整
区
域
に
な
っ
て
い
る

現
状
か
ら
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

市
街
化
調

整
区
域
内
の

農
地
転
用
に
関
す
る
許
可

権
者
は
、
国
見
町
の
農
業

委
員
会
で
は
な
く
福
島
県

に
な
り
、
転
用
の
面
積
が

4
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る

と
、
国
の
許
可
が
必
要
と

な
る
。

　

ま
た
、
福
島
県
や
福
島

県
農
業
会
議
な
ど
の
関
係

機
関
と
の
事

前
調
整
や
工

業
団
地
を
造

成
す
る
た
め

の
具
体
的
な

企
業
の
進
出

計
画
に
基
づ

い
た
地
区
計

画
の
策
定
も

必
要
と
な
っ

て
く
る
。

　

国
見
町
は
、

農
業
従
事
者
数
の
減
少
に

よ
り
遊
休
農
地
が
点
在
す

る
な
ど
、
一
部
の
農
地
が

有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い

の
も
事
実
。

　

将
来
的
に
、
農
業
・
商

業
・
工
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
発
展
で
き
る
よ
う
な
土

地
の
利
活
用
を
検
討
し
て

い
く
。

問
　

町
長
の
人
脈
で
、

福
島
県
へ
の
働
き

か
け
は
で
き
な
い
か
。

村
上

町
長
　

情
報
収
集
を
行

い
、
国
・
県
等
へ

相
談
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

村
上
町
長
　

更
新
計
画
、
建

物
健
全
度
調
査
を

踏
ま
え
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
建
て
替
え
な
ど
の
コ

ス
ト
を
比
較
し
な
が
ら
、

町
民
や
議
員
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
情
報
共
有
を
図
り
、

最
も
良
い
方
法
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

中
條
教
育

施
設
課
長
　

提
案
い
た

だ
い
た
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

築
30
年
以
上
経
っ
て
い
る

園
舎
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま

え
つ
つ
、
検
討
し
て
い
く
。

問
　

認
定
こ
ど
も
園

は
、
く
に
み
学
園

構
想
凍
結
で
止
ま
っ
て
る

状
態
で
あ
る
。

　

間
違
っ
た
情
報
が
流
れ

て
お
り
、
私
と
し
て
も
議

会
と
し
て
も
、
早
急
に
進

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

選
択
肢
と
し
て
、
新
た

な
場
所
に
新
築
す
る
・
建

て
直
す
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
方
法
が
あ
る
が

い
か
が
か
。

村
上

町
長
　

も
う
一
度
、
現

時
点
の
状
況
に
合

わ
せ
て
再
検
討
を
始
め
た

い
。
は
っ
き
り
し
た
こ
と

は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
が
、

で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　

第
6
次
国
見
町

総
合
計
画
、「
施

策
の
3
─
1
─
1
子
育
て

支
援
の
推
進
」
に
あ
る
認

定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、

令
和
6
年
3
月
お
よ
び
9

月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

で
、
私
が
く
に
み
幼
稚
園

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
提
案

を
し
た
。
町
と
し
て
、
リ

「
市
街
化
調
整
区
域
」農
地
転
用
の
考
え
は

「
認
定
こ
ど
も
園
」は
、い
つ
頃
ま
で
に
開
園
か

公
約
を
ど
の
よ
う
に

実
現
す
る
か

蒲蒲
かばか ば

倉倉
くらく ら

　　孝孝
たかしたかし

議員議員

ほとんどが「市街化調整区域」のわが町

こども家庭庁　幼保連携型認定
こども園パンフレット（表紙）
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一般 質問町政を問う

問
　

地
震
、
洪
水
な

ど
の
災
害
、
減
災

対
策
の
強
化
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

近
年
、
自

然
災
害
が
頻

発
し
そ
の
影
響
は
深
刻
化

し
て
い
る
。
ま
た
、
い
つ

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。

町
の
防
災
減
災
対
策
を
強

化
し
、
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
こ
と
が
急
務
と

考
え
て
い
る
。
町
で
作
成

し
た
国※

１

土
強
靭

化
地
域
計
画
や

地※
２

域
防
災
計
画
、

業※
３

務
継
続
計
画

に
基
づ
き
確
実

に
取
り
組
む
。

　

指
定
避
難
所

指
定
の
国
見
小

学
校
体
育
館
、

柏
葉
体
育
館
の

空
調
設
備
整
備

に
取
り
組
む
な

ど
、
防
災
減
災

対
策
の
強
化
を

図
る
。

問
　

土
石
流
関
係
の

防
災
な
ど
、
住
民

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

災
害
時
に

住
民
が
安
全

に
避
難
で
き
る
よ
う
、
平

常
時
か
ら
指
定
避
難
所
の

維
持
管
理
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
避
難
所
の
運
営

体
制
や
充
実
し
た
備
蓄
品

の
確
保
と
正
確
で
迅
速
な

情
報
発
信
に
努
め
て
い

く
。

　

災
害
に
備
え
、
防
災
力

の
向
上
を
目
指
し
、
各
自

主
防
災
会
長
や
民
生
児
童

委
員
、
消
防
団
、
関
係
機

関
と
連
携
し
継
続
し
て
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い

く
。

　

令
和
元
年
台
風
19
号
の

際
、
石
母
田
地
区
の
一
部

で
土
石
流
が
発
生
し
た
も

の
の
大
事
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
当
時
町
内
会
長
だ

っ
た
た
め
長
引
く
雨
に
不

安
を
感
じ
、
40
数
軒
ま
わ

り
避
難
を
促
し
た
が
、
石

川
県
の
災
害
を
み
る
と
、

町
内
会
長
や
民
生
児
童
委

員
等
に
一
軒
一
軒
確
認
を

お
願
い
し
、
避
難
を
誘
導

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
最

終
的
に
は
、
自
分
の
安
全

を
自
分
で
守
る
よ
う
避
難

す
る
こ
と
と
な
る
の
で
は

な
い
か
。
安
全
安
心
で
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ

る
地
域
づ
く
り
を
避
難
方

法
も
含
め
、
具
体
的
に
す

べ
て
の
人
々
の
共
通
認
識

と
す
べ
き
だ
と
思
う
。

住
民
の
安
全
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
と
は

意
見

町
民
と
連
携
し
て

防
災
減
災
の
対
策
を

菊菊
きくき く

地地
ちち

勝勝
かつか つ

芳芳
よしよ し

議員議員

※
１
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

と
は
―

　

平
成
25
年
12
月
に
制
定
さ

れ
た
国
土
強
靭
化
基
本
法
に

基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
が

策
定
す
る
も
の
で
、
国
見
町

第
6
次
総
合
計
画
の
Ｐ
１
３

７
～
Ｐ
１
５
９
で
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
２
地
域
防
災
計
画
と
は
―

　

災
害
対
策
基
本
法
第
42
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
町
防
災

会
議
が
作
成
す
る
計
画
で
、

大
規
模
災
害
の
教
訓
か
ら
、

住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財

産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
３
業
務
継
続
計
画
と
は
―

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
で
も
適
切
な
業
務
執
行

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

計
画
で
、
地
域
防
災
系
計
画

を
補
完
す
る
も
の
で
す
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
看
板

国
見
町
防
災
倉
庫
の
一
部

第6次総合
計画PDF

地域防災計画
（国見町ホーム
ページ）

業務継続計画
～大規模
災害編～
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問
　

安
全
安
心
で
い

つ
ま
で
も
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
対
応
や
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

具
体
的
な

取
り
組
み
と

し
て
、
一
つ
目
は
、
防
災

減
災
対
策
の
強
化
と
し
て
、

自
然
災
害
に
備
え
対
策
を

強
化
す
る
こ
と
。
二
つ
目

は
、
医
療
・
福
祉
・
介
護

従
事
者
の
確
保
に
向
け
た

様
々
な
施
策
を
検
討
し
取

り
組
み
、
町
民
が
利
用
し

や
す
い
地
域
公
共
交
通
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
。
三
つ
目
は
、
地

域
環
境
に
配
慮
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

等
を
考
え
て
い
る
。

問
　

高
齢
化
、
過
疎

化
が
進
行
す
る
と

景
観
保
全
の
人
材
が
い
な

く
な
り
、
景
観
の
悪
化
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に

対
す
る
計
画
や
取
り
組
み

を
実
施
す
る
予
定
は
あ
る

か
。村

上
建
設

課
　
　
長
　

担
い
手
不

足
に
よ
り
、

用
水
路
の
草
刈
り
等
の
維

持
管
理
が
困
難
で
、
農
村

景
観
の
悪
化
を
招
い
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
町
と
し

て
、
町
道
等
の
除
草
雑
木

伐
採
等
を
積
極
的
に
行
い
、

通
行
の
安
全
と
景
観
の
保

全
に
努
め
て
お
り
、
引
き

続
き
地
域
と
協
力
し
な
が

ら
、
良
好
な
景
観
の
保
全

に
努
め
る
。

問
　

現
在
、
徒
歩
圏

内
で
生
活
必
需
品

が
揃
え
ら
れ
る
の
は
藤
田

地
区
の
み
で
あ
る
。
今
後

商
業
施
設
な
ど
市
街
化
区

域
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

取
り
組
む
予
定
や
計
画
は

あ
る
か
。

村
上
建
設

課
　
　
長
　

市
街
化
区

域
内
に
お
い

て
地
域
住
民
の
生
活
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

必
要
な
生
活
利
便
施
設
と

し
て
日
々
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
公
共
商
業
施
設
等

の
立
地
の
誘
導
を
は
か
り
、

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。
立
地
適
正
化
計

画
を
町
民
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
策
定
し
た
い
。

問
　

国
見
町
に
は
か

か
り
つ
け
医
と
な

る
開
業
医
が
少
な
く
、
他

市
町
に
行
き
受
診
す
る
人

が
多
い
た
め
、
幼
児
や
高

齢
者
に
と
っ
て
非
常
に
不

便
で
あ
る
。
ま
た
、
医
師

不
足
の
対
策
も
必
要
と
考

え
る
が
見
解
は
。

佐
藤
ほ
け
ん

課
　
　
　
長
　

令
和
5

年
10
月
よ

り
公
立
藤
田
総
合
病
院
は
、

専
門
的
な
医
療
を
提
供
す

る
紹
介
受
診
重
点
医
療
機

関
と
な
り
、
か
か
り
つ
け

と
し
て
の
機
能
を
持
た
な

い
医
療
機
関
と
な
っ
た
。

今
後
、
伊
達
医
師
会
、
藤

田
病
院
、
町
内
の
開
業
医

等
と
連
携
し
て
、
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

医
療
体
制
の
確
保
に
努
め

た
い
。

問
　

当
町
は
、
国
道

と
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
、

国
見
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

等
交
通
の
便
が
良
い
他
、

藤
田
病
院
、
道
の
駅
等
が

あ
り
、
好
立
地
の
条
件
が

揃
っ
て
い
る
。
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
企
業
誘
致

や
移
住
定
住
に
結
び
つ
け

る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

大
勝
企
画

調
整
課
長
　

地
の
利
を

生
か
し
、
道

の
駅
の
さ
ら
な
る
活
用
、

観
光
事
業
の
促
進
、
農
産

物
の
P
R
を
引
き
続
き
実

施
し
た
い
。
加
え
て
、
産

業
の
誘
致
や
賑
わ
い
の
創

出
の
た
め
、
情
報
発
信
な

ど
様
々
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を

好
立
地
の
国
見
を
生
か
す

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

ら
れ
る
町
を
目
指
し
て

八八
やや

巻巻
まきま き

喜喜
きき

治治
じじ

郎郎
ろうろ う

議員議員

厚生労働省　紹介受診
重点医療機関ポスター

厚生労働省
ホームページ
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一般 質問町政を問う

問
　

物
価
高
騰
対
策

の
交
付
金
を
活
用

し
て
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

な
事
業
を
実
施
し
た
の
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

非
課
税
世

帯
・
均
等
割

の
み
課
税
世
帯
・
低
所
得

子
育
て
世
帯
へ
の
給
付
金
、

介
護
施
設
物
価
高
騰
補
助

金
、
農
業
者
に
は
生
産
資

材
高
騰
補
助
金
、
商
工
業

者
へ
動
力
光
熱
費
高
騰
補

助
金
な
ど
を
実
施
し
た
。

問
　

昨
年
度
実
施
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
は
、
ど
の
よ
う

な
交
付
金
を
活
用
し
た
の

か
。佐

藤
産
業

振
興
課
長
　

国
の
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
を
財

源
に
実
施
し
た
。

問
　

今
年
度
、
近
隣

市
町
で
は
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
を
実
施

し
て
い
る
が
、
当
町
で
は

実
施
し
た
か
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事

業
を
実
施
し
た
近
隣
市
町

は
昨
年
度
の
交
付
金
を
繰

越
明
許
し
て
実
施
し
た
も

の
。
当
町
で
は
令
和
5
年

度
に
交
付
さ
れ
た
交
付
金

で
速
や
か
に
事
業
を
行
っ

た
た
め
、
今
年
度
は
実
施

し
て
い
な
い
。

問
　

紙
の
商
品

券
と
デ
ジ
タ

ル
商
品
券
の
交
付
を

行
っ
た
近
隣
市
町
で

は
デ
ジ
タ
ル
商
品
券

は
不
評
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
今
後
、

実
施
す
る
場
合
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
を

考
え
て
い
る
の
か
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
は

年
配
者
の
方
々
に
は
紙
、

若
い
世
代
に
は
デ
ジ
タ
ル

商
品
券
が
好
ま
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
店
舗
側
で
設
備

投
資
・
決
済
手
数
料
の
支

払
い
な
ど
、
小
規
模
店
に

は
新
た
な
費
用
負
担
が
発

生
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

紙
で
実
施
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　

町
独
自
の
物
価

高
騰
対
策
と
生
活

支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

全
て
の
町

民
が
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
公
平
な
支
援

が
可
能
と
な
る
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
を
実
施
し

て
物
価
高
騰
対
策
と
生
活

支
援
を
両
立
さ
せ
た
い
。

問
　

こ
れ
か
ら
の
町

政
運
営
に
対
す
る

意
気
込
み
は
。

村
上
町
長
　

国
見
町
を
夢
と

希
望
を
持
っ
て
将

来
を
展
望
で
き
る
町
に
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
全

町
民
の
方
々
の
一
致
団
結

の
も
と
、
一
丸
と
な
っ
て

考
え
て
い
き
た
い
。

問
　

当
町
に
お
け
る
、

現
状
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
町
民
の
不
安
を
払

拭
す
る
の
か
。

村
上

町
長
　

子
育
て
支
援
、

子
ど
も
を
育
て
や

す
い
地
域
に
す
る
こ
と
を

一
番
と
考
え
て
い
る
。

問
　

ど
の
よ
う
な
形

で
風
通
し
の
良
い

職
場
環
境
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
る
の
か
。

村
上
町
長
　

風
通
し
の
よ
い

職
場
環
境
に
す
る

た
め
、
自
由
に
意
見
を
述

べ
ら
れ
る
雰
囲
気
づ
く
り
、

な
ん
で
も
相
談
で
き
る
人

間
関
係
の
構
築
、
職
員
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
建
設
的
な
議
論
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
雰
囲
気
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　

町
政
に
つ
い
て
、

町
民
の
生
の
声
を

聴
く
機
会
を
設
け
る
べ
き

で
は
。

村
上

町
長
　

み
な
さ
ま
に
聞

く
機
会
を
設
け
た

い
。
特
に
子
育
て
世
代
、

働
き
盛
り
世
代
の
方
々
の

ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
を
重
ね
て
い
く
。

物
価
高
騰
対
策
と
生
活
支
援
に
つ
い
て

当
町
の
未
来
予
想
図
と
は

今
後
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
の
見
通
し
は

渡渡
わたわ た

辺辺
なべな べ

勝勝
かつか つ

弘弘
ひろひ ろ

議員議員

くにみプレミアム商品券等のチラシ
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当
町
の
児
童
生
徒
の
基

礎
学
力
は
「
全
国
学
力
テ

ス
ト
」
の
結
果
か
ら
長
期

低
迷
か
つ
若
干
下
降
気
味

で
、
早
急
か
つ
具
体
的
な

対
応
策
が
求
め
ら
れ
る
。

解
決
策
の
一
つ
と
し
て
公

営
塾
「
放
課
後
塾
ハ
ル
」

（
以
下
、
ハ
ル
と
表
記
す

る
）
の
積
極
的
な
活
用
を

提
案
す
る
。

問
　

当
町
の
児
童
生

徒
の
基
礎
学
力
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
把

握
・
分
析
し
て
い
る
の
か
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

全
て
の
児

童
生
徒
に
基

礎
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
、「
学
力
の
保
障
」

は
教
育
行
政
の
責
務
と
考

え
る
。
当
町
で
は
大
き
く

三
つ
の
手
段
で
学
力
の
把

握
・
分
析
を
し
て
い
る
。全

国
学
力
調
査
、
県
が
実
施

主
体
の
ふ
く
し
ま
学
力
調

査
、
町
独
自
で
個
人
の
苦

手
な
部
分
な
ど
を
把
握
す

る
学
力
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
し
っ
か
り
分
析
し

今
後
の
学
習
に
役
立
て
る
。

問
　

教
育
行
政
や
学

校
に
は
「
学
び
の

保
障
」
の
他
に
「
学
力
の

保
障
」
も
求
め
ら
れ
て
い

る
が
見
解
は
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　
「
学
力
の

保
障
」、
と

り
わ
け
授
業
が
わ
か
ら
ず

取
り
残
さ
れ
て
い
る
児
童

生
徒
を
無
く
す
こ
と
は
大

事
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い

よ
う
個
に
応
じ
た
指
導
・

支
援
に
力
を
入
れ
る
。
全

体
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
れ
る
よ
う
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。

問
　

学
力
の
現
状
分

析
で
2
極
化
の
傾

向
が
あ
る
。
解
決
す
る
方

法
の
一
つ
に
ハ
ル
の
積
極

的
な
活
用
が
あ
る
と
考
え

る
が
見
解
は
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

学
力
の
2

極
化
傾
向
は

当
町
で
も
顕
在
化
し
て
お

り
、
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
ハ
ル

も
、
活
用
し
学
力
の
向
上

に
努
め
て
い
る
。

問
　

教
育
委
員
会
と

し
て
ハ
ル
と
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
か
。

小
野
生
涯

学
習
課
長
　

ハ
ル
と
は
、

定
期
的
に
打

ち
合
せ
や
報
告
会
を
行
い
、

授
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
る
。
学

校
と
も
連
携
を
深
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　

ハ
ル
は
、
令
和

３
年
か
ら
事
業
を

開
始
し
、
今
年
度
で
4
年

目
。
ハ
ル
の
立
ち
上
げ
時

の
理
念
と
は
。

小
野
生
涯

学
習
課
長
　

ハ
ル
の
理

念
は
、
学
力

面
で
の
支
援
だ
け
で
な
く
、

公
営
塾
な
ら
で
は
の
特
徴

と
し
て
、
町
に
興
味
を
持

ち
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

協
働
し
て
課
題
を
解
決
し

て
い
く
力
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
ま

た
、
学
び
の
苦
手
を
楽
し

い
に
変
換
し
、
学
習
意
欲

を
刺
激
す
る
き
っ
か
け
を

作
り
自
ら
学
び
を
深
め
て

い
く
こ
と
の
で
き
る
自
走

す
る
力
を
育
成
し
て
い
る
。

問
　

ハ
ル
の
広
報
に

つ
い
て
伺
う
。

小
野
生
涯

学
習
課
長
　

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
で
の

周
知
の
ほ
か
、児
童
生
徒
・

保
護
者
・
先
生
方
に
は
体

験
会
や
保
護
者
説
明
会
を

開
催
し
て
お
り
、
S
N
S

で
情
報
発
信
も
し
て
い
る
。

問
　

児
童
生
徒
の
基

礎
学
力
向
上
対
策

は
、
他
市
町
村
の
成
功
事

例
も
踏
ま
え
、
当
町
で
も

オ
ー
ル
国
見
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。大

勝
教
育

総
務
課
長
　

児
童
生
徒

を
育
て
る
に

は
、
地
域
、
家
庭
、
関
係

機
関
が
連
携
し
て
、
オ
ー

ル
国
見
で
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
。

公
営
塾「
ハ
ル
」の
理
念
を
再
認
識
し
、

積
極
的
な
活
用
を

公
営
塾「
放
課
後
塾
ハ
ル
」

の
活
用
と
学
力
の
保
障

宍宍
ししし し

戸戸
どど

武武
たけた け

志志
しし

議員議員

「放課後塾ハル」小学部の様子

「放課後塾ハル」中学部の様子
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一般 質問町政を問う

問
　

救
急
車
開
発
事

業
問
題
で
得
た
教

訓
は
何
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

政
策
決
定

過
程
で
内
部

議
論
が
欠
け
て
い
た
こ
と
、

国
認
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

安
易
に
信
用
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
等
が
教
訓
で
あ

る
。

問
　

今
後
の
役
場
機

能
の
あ
る
べ
き
姿

を
ど
う
描
い
た
の
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

公
平
公
正

透
明
で
あ
る

べ
き
だ
。
そ
こ
が
欠
如
し

て
い
た
と
の
指
摘
を
受
け
、

対
応
策
を
ま
と
め
て
い
る
。

問
　

各
事
業
の
効
果

検
証
を
町
総
合
計

画
審
議
会
で
行
う
と
あ
る

が
、
分
野
別

の
作
業
チ
ー

ム
等
を
設
置

し
な
い
と
実

効
性
が
伴
わ

な
い
の
で
は
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

今
後
よ
く

検
討
し
て
進

め
た
い
。

問
　

住
民
説
明
会
は

ど
ん
な
事
業
で
行

う
の
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

議
会
で
の

議
論
過
程
等

で
必
要
が
あ
る
場
合
に
直

接
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
や
各
種
団

体
か
ら
の
意
見
集
約
な
ど

も
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。

問
　

特
定
事
業
に
直

接
助
言
関
与
で
き

る
企
業
団
体
、
そ
れ
の
資

本
関
係
に
あ
る
企
業
団
体

を
入
札
条
件
か
ら
除
外
す

る
議
論
は
進
ん
で
い
る
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

契
約
約
款

へ
の
明
記
を

想
定
し
て
い
る
が
法
律
と

の
関
連
も
あ
り
、
顧
問
弁

護
士
と
協
議
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

問
　

情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
要
綱
に
は
、

私
物
端
末
は
許
可
が
必
要
。

ま
た
公
用
端
末
で
あ
れ
ば

記
録
が
残
り
、
情
報
開
示

対
象
だ
。
要
綱
を
守
れ
ば

済
む
事
を
あ
え
て
要
綱
整

備
す
る
意
図
は
何
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

公
用
端
末

で
も
個
人
ア

カ
ウ
ン
ト
を
使
用
す
れ
ば

記
録
が
残
ら
な
い
の
で
整

備
す
る
。

問
　

町
ア
カ
ウ
ン
ト

要
綱
に
は
、
個
人

ア
カ
ウ
ン
ト
使
用
は
許
可

が
必
要
と
あ
る
。
決
ま
り

を
守
れ
ば
い
い
だ
け
の
こ

と
で
は
な
い
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

指
摘
の
と

お
り
だ
と
思

う
。問

　

13
の
対
応
策
の

進
捗
チ
ェ
ッ
ク
を

議
会
や
監
査
委
員
で
は
な

く
、
第
三
者
の
検
証
委
員

会
が
あ
た
る
と
あ
る
が
、

強
い
違
和
感
が
あ
る
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

新
町
長
と

の
協
議
で
、

ま
ず
は
内
部
の
庁
議
等
で

検
証
を
行
い
、
議
会
に
報

告
す
る
等
の
方
法
で
進
め

る
。問

　

再
発
防
止
の
前

提
は
今
事
件
の
真

相
解
明
だ
。
調
査
の
障
害

と
な
っ
た
廃
棄
メ
ー
ル
の

復
元
、
文
書
類
の
再
捜
索

を
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

文
書
は
廃

棄
さ
れ
て
な

い
と
担
当
課
か
ら
聞
い
て

い
る
。
メ
ー
ル
復
元
は
難

し
い
と
聞
い
て
い
る
。

問
　

文
書
廃
棄
は
百

条
委
で
の
証
言
だ
。

百
条
委
か
総
務
課
長
の
ど

ち
ら
か
が
嘘
を
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
文
書

の
再
捜
索
と
メ
ー
ル
復
元

を
す
る
気
は
な
い
の
か
。

村
上
町
長
　

復
元
が
可
能
か

ど
う
か
を
含
め
確

認
の
う
え
検
討
し
た
い
。

問
　

こ
の
事
件
で
公

益
通
報
を
し
た
と

す
る
職
員
が
懲
戒
処
分
さ

れ
た
。
内
閣
府
は
こ
の
事

業
で
「
特
定
企
業
へ
便
宜

供
与
が
あ
っ
た
。」
と
し

て
、
町
地
域
再
生
計
画
を

取
り
消
し
た
。
懲
戒
処
分

は
今
で
も
妥
当
と
い
う
判

断
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

現
時
点
で

は
妥
当
と
考

え
て
い
る
。

再
発
防
止
の
前
提
は
真
相
解
明
で
あ
る

国
見
町
事
務
執
行
適
正
化

検
証
委
員
会
は
設
置
し
な
い

佐佐
ささ

藤藤
とうと う

　　孝孝
たかしたかし

議員議員

住民説明会の資料
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問
　

新
た
な
町
政
運

営
に
つ
い
て
伺
う
。

村
上
町
長
　

町
民
一
人
一
人

の
意
見
を
聞
き
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
付
託
を

受
け
た
議
員
の
皆
さ
ん
と

も
意
見
交
換
し
な
が
ら
一

緒
に
進
め
、
希
望
を
持
っ

て
将
来
を
展
望
で
き
る
国

見
町
に
し
て
い
く
。

問
　

福
島
民
友
の
社

説
で
は
、「
不
適

切
な
行
政
手
続
き
で
、
町

民
の
不
利
益
が
拡
大
す
る

事
態
を
招
い
た
町
の
責
任

は
大
き
い
」、
内
閣
府
か

ら
は
、「
事
実
上
、
ワ
ン

テ
ー
ブ
ル
し
か
受
注
で
き

な
い
よ
う
な
条
件
を
設
け

る
な
ど
こ
と
さ
ら
有
利
に

取
り
扱
っ
た
」、
さ
ら
に
、

百
条
委
員
会
の
調
査
で
は

「
記
録
を
廃
棄
し
た
の
で

わ
か
ら
な
い
、
記
憶
に
な

い
」
な
ど
の
弁
明
を
繰
り

返
し
て
お
り
、
い
ま
だ
に

こ
の
問
題
が
収
束
し
て
い

な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
指
摘
は
今
回

問
　

町
と
し
て
こ
の

県
北
浄
化
セ
ン
タ

ー
の
未
利
用
地
に
つ
い
て

積
極
的
に
要
望
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
伺
う
。

宍
戸
上
下

水
道
課
長
　

県
の
所
有

地
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
阿
武
隈
川
上
流

域
関
連
公
共
下
水
道
構
成

市
町
の
意
見
を
踏
ま
え
、

立
地
町
で
あ
る
当

町
の
要
望
や
意
見

を
積
極
的
に
発
言

し
た
い
。

の
町
長
選
挙
の
争
点
と
な

り
、
国
や
県
な
ど
の
信
頼

回
復
と
実
態
解
明
に
町
民

の
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
実
態
の
解
明
や

膿
を
出
し
切
る
改
革
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

村
上
町
長
　

就
任
し
て
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
関
連

の
文
書
の
確
認
作
業
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

廃
棄
さ
れ
た
、
処
分
さ
れ

た
と
言
わ
れ
る
文
書
の
捜

索
に
つ
い
て
も
調
査
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
ま
ま
で
は
終
わ
ら
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　

救
急
車
問
題
が

特
定
業
者
へ
の
便

宜
供
与
で
あ
る
こ
と
を
告

発
し
よ
う
と
し
た
職
員
を

懲
戒
処
分
し
、
そ
の
処
分

を
疑
問
に
思
っ
た
情
報
開

示
請
求
に
対
し
て
は
、
条

例
を
曲
解
し
て
訴
訟
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
前
執
行

部
の
判
断
に
対
し
、
ど
の

よ
う
な
態
度
で
臨
む
の
か
。

村
上
町
長
　

県
公
平
委
員
会

の
審
議
結
果
を
待

ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　

来
年
度
の
予
算

編
成
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

基
本
理
念
、

そ
れ
か
ら
５

つ
の
目
標
が
あ
り
、
そ
れ

に
沿
っ
た
事
業
展
開
を
し

て
い
く
の
を
第
一
に
、
第

６
次
国
見
町
総
合
計
画
、

国
見
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
、
こ
の
二
つ
に

掲
げ
た
そ
の
指
標
の
達
成

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
、
こ
れ
ら
実
現
の

た
め
に
財
源
の
確
保
に
つ

と
め
て
い
く
こ
と
を
中
心

に
考
え
て
い
る
。

問
　

企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
関
わ
る

国
見
町
の
地
域
再
生
計
画

が
取
り
消
さ
れ
、
当
面
国

見
町
で
は
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
受
け
入
れ
が

で
き
な
い
。
こ
れ
は
予
算

編
成
上
、
大
き
な
問
題
で

あ
る
と
考
え
る
が
対
策
は
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

地
域
再
生

計
画
に
つ
い

て
は
、
そ
も
そ
も
令
和
７

年
３
月
31
日
の
期
限
で
あ

り
、
改
め
て
計
画
の
策
定

が
必
要
と
な
る
。
ま
た

元
々
こ
の
予
算
を
見
込
ん

だ
予
算
編
成
を
し
て
い
な

い
た
め
、
特
に
影
響
は
な

い
。

町
政
の
立
て
直
し
と
こ
れ
か
ら

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
未
利
用
地
の
利
活
用
は

信
頼
回
復
、実
態
解
明
の

た
め
の
改
革
は

小小
ここ

林林
ばやしばやし

聖聖
せいせ い

治治
じじ

議員議員

県北浄化センター管理棟
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編

集

後

記

　

議
会
だ
よ
り
を
い
つ
も
お
読
み

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
、昨
年
も
、あ
っ

と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
か
？

　

議
会
で
は
、
議
会
改
革
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
る
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制

度
」の
一
年
が
終
了
い
た
し
ま
す
。

大
き
な
変
化
は
な
か
な
か
表
れ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
確
実
に

議
会
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
の
言
葉
を

聞
き
、
私
た
ち
に
多
く
の
気
付
き

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
引
き
続
き
議
会
へ
目
を
向

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
も
少
し

ず
つ
で
す
が
、
読
み
や
す
い
よ
う

に
と
、
常
々
広
報
委
員
会
で
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
変
化
も
皆

さ
ま
方
に
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
佐
藤
多
真
恵
）

発
行
責
任
者

　

議　
　

長

佐
藤　

定
男

広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長

蒲
倉　
　

孝

　

副
委
員
長

佐
藤
多
真
恵

　

委　
　

員

佐
藤　

定
男

　
　

同

松
浦　

常
雄

　
　

同

佐
藤　
　

孝

　
　

同

菊
地　

勝
芳

　令和6年第6回臨時会が10月15日に開催され、専決処分の承認1件、国見町
長等の給与の特例に関する条例改正1件の合計2つの議案が審議されました。
結果は下記に記載のとおりとなりました。

※下記以外の議案は全員賛成で可決されています。

議員名

議案等

議
決
結
果

佐
藤
多
真
恵

菊
地
　
勝
芳

佐
藤
　
　
孝

蒲
倉
　
　
孝

八
巻
喜
治
郎

宍
戸
　
武
志

山
崎
　
健
吉

小
林
　
聖
治

渡
辺
　
勝
弘

松
浦

常
雄

議案第75号
国見町長等の給与の特例に関する
条例の一部を改正する条例

否
決 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ●

〇：賛成　　●：反対　　　　　：討論者　　※議長（佐藤定男）は採決に加わらない。

令和6年
第6回
臨時会

①
表
紙
と
中
面
の
差

　

表
紙
は
、
紙
面
の
顔
と
な
る

重
要
な
要
素
で
、
中
面
に
誘
導

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
は

中
面
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
が
難

し
い
。

　

何
を
町
民
（
読
者
）
に
伝
え

た
い
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
、
表
紙
と
中
面
の
内
容
が
リ

ン
ク
し
た
も
の
に
な
り
、
イ
メ

ー
ジ
し
や
す
く
な
る
。

②
表
紙
の
イ
ン
パ
ク
ト

　

表
紙
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
へ
と

引
き
付
け
る
重
要
な
役
割
が
あ

る
。

　

次
ペ
ー
ジ
を
特
集
記
事
に
し
、

表
紙
と
の
関
連
性
を
持
た
せ
る

こ
と
で
、
以
降
の
ペ
ー
ジ
へ
興

味
を
引
か
せ
る
事
が
で
き
る
。

③
町
民
の
声
を
掲
載
す
る

　

今
回
は
「
町
長
に
期
待
す
る

こ
と
」
で
す
が
、
当
面
同
様
に

「
議
会
モ
ニ
タ
ー
メ
ン
バ
ー
」

の
方
々
へ
、
提
示
し
た
テ
ー
マ

に
て
原
稿
依
頼
す
る
。

④
町
広
報
誌
と
の
差
別
化

　

町
の
広
報
誌
に
記
載
の
あ
る

予
算
等
に
つ
い
て
は
被
ら
な
い

よ
う
に
し
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

活
用
し
て
広
報
誌
に
誘
導
す
る
。

　

今
回
は
、
①
～
④
を
行
い
作

成
し
ま
し
た
。

　

２
月
に
は
、
全
国
町
村
議
会

広
報
研
修
会
に
参
加
し
、
更
に

「
読
み
た
い
・
読
ん
で
も
ら
え

る
」
議
会
だ
よ
り
に
す
べ
く
、

改
善
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
広
報
常
任
委
員
長蒲

倉
　
孝

「
読
み
た
い
・
読
ん
で
も
ら
え
る
」

「
読
み
た
い
・
読
ん
で
も
ら
え
る
」

課
題
と
解
決
策

議
会
だ
よ
り
作
成
改
革
第
２
弾


